
③ 最適配車によるドライバーの収入向上と省人化

物流業界の運び手不足が認識されて久しいが、その背景には“労
働に対して割に合わない”という意識があるのではないだろうか。この
問題解決のために、各配送業務の正価指標を算出すると同時に、
運び手が同じ拘束時間内でより収入を上げやすい仕組みを考案
することが求められている。

研究開発の背景

省人化及び人材定着に資する専属便の組み合わせ配送に向けたデータ収集技術

研究開発の概要

既存の取組みに対する優位性

⚫ 緊急便と企業専属便の組み合わせ配送を、業専属便の稼働時間
内に行うという点における新規性。

⚫ 全国種々様々な企業専属便の配送内容を付帯作業や配送業務
内容、地域や業種といった切り口にて分解し、ドライバーの定着率を
目安に正価目安を算出するという点における新規性。

⚫ 先行する技術開発としては、車両の積載量(率)をリアルタイム把握
するための特殊な装置は存在するが、同じ目的をスマートフォン用ア
プリで実現した点。
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本研究では、企業専属便配送に焦点をあて、配送業務を付帯作
業、配送内容、配送距離等に分解し、それぞれの作業にたいする
正価を指標として算出する。また、東京23区に絞り企業専属便と
緊急便の組み合わせ配送の実証実験を実施した。結果として、
23区内の企業専属便ドライバーのうち、14.9%に対して緊急便
の割り振りが可能であり、対象となったドライバーの時間平均単価
は37%の増加が確認された。

株式会社ロジクエスト

ドライバーそれぞれの配送ルート
上に緊急便を提案する。これによ
り、ドライバーは安定的な収入以
外にも、緊急便による収入を得る
事ができる。また、運送会社に
とっても緊急便の1オーダーに対
して1台をチャーターで手配する
必要がなくなり、省人化につなが
る。


